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“医療計画“をご存じでしょうか。医療計画とは、各都道府県が、
厚生労働大臣の定める基本方針に即して、かつ、地域の実情に応じ
て、当該都道府県における医療提供体制の確保を図るために策定す
る計画です。1985年から開始され、その後数年ごとに改定されて
おり、令和６年４月から、第８次医療計画の運用が始まりました。
第７次計画までは５疾病（がん、脳卒中、心血管疾患、糖尿病、 
精神疾患）５事業（救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医
療、小児医療）に重点的な取り組みが推進されてきましたが今回の
第８次医療計画には、新型コロナウイルス感染症の教訓を踏まえ、
新興感染症発生・まん延時における医療が加わり、５疾病６事業と
なりました。

当院は、東三河で唯一の感染症病床を有する第二種感染症指定医
療機関として、新型コロナウイルス感染症に対し、早期より診療に
あたってまいりました。その経験から二つの課題が明らかとなりま
した。

一つ目は、流行前の感染症が散発的に発生した時期の課題です。 
当初は、呼吸器感染であることはわかっていましたが、その感染様
式は不明でした。一方、当時の感染症病棟は、陰圧室が一部しかな
く、心拍や呼吸状態の生体モニターの集中管理も困難な状態でし
た。そのため、市の関係部局と相談し、早急に新感染症病棟の建設
に動き出すことになり、本年４月には最新の設備と機能をもった感
染症病棟が完成し、いつ発生するかもしれない新興感染症に対する
備えも十分となりました。

二つ目は、流行・まん延期において、人的に負担の大きなコロナ
診療のため、急性期医療やがん診療を制限せざるをえなかったこと
です。今回の医療計画では新興感染症まん延時においても、通常医
療との両立が求められています。コロナ禍の数年間にわたり、幸い
にも患者さんの平均入院日数が減少し、病床数に余裕がでてきまし
た。当院ではこれを機に、病床数を現在の800床から750床へと縮
小するとともに救急病床等の再編を行います。救急病床は通常時
は、病状が安定していない緊急入院患者さんに対し、一般病床より
も多くの看護師を配置し重症度の高い患者さんにも対応できる病床
として運用します。新興感染症のまん延時には感染症病棟のみでは
対応しきれない患者さんの病床として運用することができるため、
通常医療への影響を最低限に抑えられると考えています。この病床
再編のため、本年度後半より、１年間程度の工事が必要となります
が、工事中も結核診療以外は、通常の診療体制を維持してまいりま
す。

最後に、当地域で暮らす人々の健康を守るため、今後とも安全で
質の高い医療を提供できるよう職員一同精進していきたいと思いま
す。引き続き、皆様のご支援とご協力を賜りますようよろしくお願
い申しあげます。
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豊橋市民病院
感染症病棟しゅん工

特集

新感染症病棟はコロナ流行中の2022年11月に着

工され、2024年4月19日しゅん工式がおこなわれ

ました。これまでの感染症病棟は南病棟と呼ばれ1

階がいわゆる感染症病棟、2階が結核病棟となって

おりました。今回の新感染症病棟は別棟で平屋、完

全個室となっています。

新感染症病棟は10床の個室からなっており、

ゆったりとしたスペースでシャワーやトイレも完備

しています。室内の空気は完全にコントロールされ

陰圧にすることができます。部屋の空気を吸い取っ

てフィルターを通して清潔にして排気口から外に出

すことで病原体が広がるのを防ぎます。また部屋に

出入りするドアは二重、ガラスは三重ガラスを使用

しています。

スタッフは廊下を隔てた反対側から常に患者さん

を見守ります。ガラス張りでスタッフを病原体から

守りつつ、個室の様子がよくわかる構造になってい

ます。

感染しやすい病気が疑われた場合、直接外から新

感染症病棟にお越しいただき、医師が診察を行い、

レントゲン検査や採血・処置が行えるよう診察室が

配置されています。検査結果によってはそのまま入

院していただくことも可能となります。

病　　室

テープカット

スタッフステーション
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New Doctor
新任医師の紹介

脊椎外科

宮
みや

入
いり

 祐
ゆう

一
いち

前任地／�名古屋大学医学部�
附属病院

趣　味／バスケット

呼吸器内科

柴
しば

田
た

 智
とも

文
ふみ

前任地／�中京病院
趣　味／テニス、ゴルフ

呼吸器外科

伊
だ

達
て

 俊
しゅんすけ

輔
前任地／�半田市立半田病院
趣　味／フットサル

皮膚科

三
み

崎
さき

 美
み

優
ゆ

前任地／�名古屋大学医学部
附属病院

趣　味／野球観戦

糖尿病・内分泌内科

七
なな

原
はら

 佳
よし

洋
ひろ

前任地／�名古屋大学大学院
趣　味／�食べることと�

寝ること

産婦人科

堂
どう

山
やま

　 瑶
よう

前任地／�豊田厚生病院
趣　味／読書

脳神経内科

金
かな

澤
ざわ

 つぶら
前任地／�半田市立半田病院
趣　味／箏

消化器内科

新
にっ

田
た

 紘
こう

一
いち

郎
ろう

前任地／�刈谷豊田総合病院
趣　味／野球観戦

腎臓内科

クロップ エリザベス明
あすか

日香
前任地／�名古屋大学医学部

附属病院
趣　味／旅行

小児科

小
こ

崎
ざき

 之
ゆき

敬
のり

前任地／�総合大雄会病院
趣　味／スポーツ観戦

脳神経外科

石
いし

川
かわ

 晃
こう

司
じ

郎
ろう

前任地／�名古屋大学医学部�
附属病院

趣　味／�食べることと�
寝ること

消化器内科

足
あ

立
だち

 賢
けん

吾
ご

前任地／�刈谷豊田総合病院
趣　味／旅行

歯科口腔外科

神
かみ

谷
や

 雄
ゆう

二
じ

郎
ろう

前任地／�みたき総合病院
趣　味／オートバイ

耳鼻いんこう科

松
まつ

岡
おか

 拓
たく

海
み

前任地／�順天堂大学医学部
附属浦安病院

趣　味／旅行

産婦人科

黒
くろやなぎ

柳  雅
まさ

文
ふみ

前任地／�日本赤十字社�
愛知医療センター

趣　味／�ゴルフ、�
居酒屋巡り

泌尿器科

樋
ひ

口
ぐち

　 世
せい

前任地／�名古屋大学医学部
附属病院

趣　味／カラオケ

皮膚科

平
たい

良
ら

 喬
たか

彌
や

前任地／�名古屋大学医学部
附属病院

趣　味／スポーツ観戦

脳神経内科

平
たい

良
ら

 知
とも

之
ゆき

前任地／�安城更生病院
趣　味／麻雀

血液・腫瘍内科

久
く

保
ぼ

 篤
あつ

史
し

前任地／�日本赤十字社�
愛知医療センター

趣　味／ギターをひくこと
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看護局から
新師長の紹介

東病棟9階　岡田栄子
東病棟９階は慢性疾患を持
つ患者さんが多く、病気と
共にその人らしく生きてい
くための支援を目指してい
ます。安心で安全な療養環
境を整え、患者さんやご家
族の想いに添った看護が提
供できるようスタッフ一
同、力を合わせて頑張って
いきたいと思います。緊張
と戸惑いの毎日ですが笑顔
を忘れず、自分に与え
られた役割を果たせる
よう努力してまいりま
す。どうぞよろしくお
願いいたします。

救急外来・画像検査室
菊地直幸
急病で受診され、張り詰めた
気持ちにある患者さんやご家
族の様子や変化に気づき、柔
軟できめ細やかな配慮ができ
る看護を目指しています。 
また、検査を受けられる患者
さんの不安や苦痛を取り除き
安心して治療を受けることが
できる安全な看護に努めてま
いります。受診される方の思
いを尊重し、心のこもった看
護ができる看護師を育ててい
きたいと考えています。よろ
しくお願いします。

西病棟6階　竹下千佳子
西病棟6階は消化器内科と脳神経内科の
病棟です。内視鏡的治療や化学療法、 
脳卒中などの治療を受ける患者さんが多
く入院されます。今年度より介護福祉士
4名が新しい仲間に加わりました。患者
さんの「その人らしさ」を大切にし、患
者さんやご家族の思いに寄り添ったあた
たかい看護を多職種で連携し提供をして
いきたいと思います。緊張の毎日です
が、日々笑顔と温かい対応をこころが
け、スタッフと一丸となって頑張ってい
きます。どうぞよろしくお願いします。

東病棟2階
荒井優子
東病棟2階は、
小児科、小児外
科、耳鼻科の病
棟です。お子さ
んとご家族の思
いを大切にし、
不安な気持ちに
寄り添いなが

ら、安心して治療が受けら
れるように多職種と協力し
ています。また、保育士に
よるお楽しみ会やホスピタ
ルクラウンの訪問、院内学
級があり、入院中でも遊び
や学びができる環境づくり
に努めています。お子さん
とご家族の笑顔を守り続け
られるように、スタッフと
ともに努力していきますの
で、どうぞよろしくお願い
します。

東病棟3階
太田美佐登
東病棟３階は、 
主に心臓・肺・ 
腎臓疾患の患者さ
んが入院されてお
り、手術・検査を
安全に治療が受け
られ、元の生活に
戻れるように看護
しています。患者さんの苦
痛や不安、ご家族の混乱や
悲しみに対して寄り添い、
先を見据えた看護に取り組
むことを大切にしていま
す。「東3階に入院してよ
かった」と思ってもらえる
ように、スタッフと共に温
かい看護を提供していきた
いと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

西病棟2階　宮川はつみ
西病棟2階は脳神経外科と腎臓内科の
病棟です。病気により人工透析を開
始する患者さんや、麻痺などの症状
の不安や苦痛を抱え生活の変化に戸
惑いを感じる患者さんが入院されま
す。患者さんが安心して入院生活が
送ることができ、次の生活の場で過
ごすことができるよう多職種と協力
し、支援していきたいと思います。
患者さんにより良い看護が提供でき
るよう、患者さんの思いや気持ちを
大切にスタッフと力を合わせて頑張
ります。どうぞよろしくお願いいた
します。
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診療技術局から＜栄養管理室＞

巨大地震に備えましょう
○南海トラフ地震について
東日本大震災が発生してから13年余りが過ぎました。これ以降も熊本、北海道、大阪、能登半
島など、日本の各地で死傷者を伴う大きな地震が繰り返し発生しています。この地域においても
南海トラフ地震が概ね100～150年間隔で繰り返し発生しています。前回の発生から80年近く経
過したため、再度発生する可能性が非常に高い状態となりつつあります。このため巨大地震は必
ず発生するものとして、当院も備えをしています。

○豊橋市民病院の備蓄食料について
当院では、災害に備えて入院患者さん用に5日分の備蓄食料を準備しています。また、多くの患
者さんに提供できるよう、パン缶以外はアレルゲン特定原材料等28品目を含んでいない食料を備
蓄しています。

○災害訓練について
当院の入院病棟は9階まであります。巨大地震発生時はエレベーターが停止し、復旧までに時間
を要すことが想定されています。
東日本大震災で被災した病院の事例では、備蓄食料を運ぶために動くことができる人員が総出
で階段や廊下に長い列を作り、人海戦術で患者さんまで届けたそうです。当院では、令和6年2月
に備蓄食料の一部を人の力で9階まで運搬する訓練をしました。食料運搬のために多くの人員が必
要になることを、訓練により再確認しました。
ご家庭におきましても、備蓄食料をはじめとした非常用持ち出し品のチェックや、避難所まで
のルート確認、家具の転倒防止などの災害対策をお願いします。

※備蓄食料の一例
　アルファ化米 ミネラル水（２L/日） 野菜ジュース
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7青竹　2024年6月30日　第101号

参考：上手に使いたい薬学ナレッジ101
第一三共エスファ株式会社HP

薬局から
 

口腔内崩壊錠・舌下錠

錠剤には様々な剤形があります。その中でも、口腔内崩壊錠と舌下錠はどちらも口の中で溶ける
しくみは同じですが、薬物を体内に吸収させる部位が異なります。

●口腔内崩壊錠（OD錠）
口の中で溶けた後、消化管から吸収されて全身で作用を示します。効果は普通錠と同じです。
水で服用してもよいですが、口の中で唾液によって自然に溶けるため、水なしで服用することも
できます。

唾液や少量の水で服用できるため、小児や高齢者など飲み込む力が弱い場合でも服用しやすいで
す。また、水なしで服用できるため、水分摂取に制限のある場合や外出先でも服用できるという
利点もあります。ただし、喉周辺に残ってしまう場合もあるため、
服用後は唾液を飲み込むようにしたり、水で流し込むようにしましょう。

●舌下錠
舌下の口腔粘膜にある毛細血管から吸収されて全身で作用を示します。消化管を介さないため、
吸収量も多くなり、吸収にかかる時間も短くなります。普通錠やOD錠と異なり、薬を舌下に置
いて溶かす必要があります。

すぐに飲み込んだりすると期待する効果が現れないため注意しましょう。
舌下錠は速やかに吸収されて1～2分で効果が現れるため、
狭心症発作時のような緊急性の高い場合はとても有用です。

すべての薬にこのような剤形があるわけではありません。
また、薬ごとに注意点が異なることもあります。
内服方法など質問がありましたらお気軽に薬剤師にご相談ください。
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No.101
発　行　日：2024年6月30日
発　行　所：〒441-8570　愛知県豊橋市青竹町字八間西50番地　TEL.0532−33−6111
発行責任者：委員長　村松 幹司

豊橋市民病院だより

当院のご案内はホームページでもご覧いただくことができます。 豊橋市民病院
携帯
サイト豊橋市民病院インターネットホームページアドレス

https://www.municipal-hospital.toyohashi.aichi.jp/

提案書のまとめ
【所属：看護局】
提案月　2024年３月

デイルームの手前、電話の所の丸椅子が無くなって１か月近くたちます。どこにいったので
しょう？
椅子があると嬉しいです。デイルームに人がいらっしゃると電話ができないので、デイルーム
の外でするときに使用していました。

対応
内容

ご不便をおかけして申し訳ありません。ご提案があった場所には椅子を設置いたしまし
た。通常、病棟のデイルーム前に椅子は設置されておりませんが、ご希望がありました
らその都度対応させていただきますので、スタッフにお声掛けください。

提案を活用させて頂きました

信頼に応える技術と、人に優しい思いやりのある心を持ち、
 地域に開かれた安らぎのある病院を目指します

１．�地域に開かれた信頼のある病院、患者に優しい思いやりのある医療を目指します。
２．�地域の基幹病院としてふさわしい高度な医療を提供するとともに、特殊医療、救急医療等を積極的に受け持ちます。
３．�基幹病院としての役割を担いながら、他の医療機関との間の有機的な連携のもとに当院の行うべき医療活動を推進します。
４．�医学及び医療技術の研鑚に努めるとともに、医学・医療の進歩に寄与します。
５．�研修医、医学部学生、看護学生、コメディカル、救急救命士などの教育を積極的に行います。
６．�地域住民の保健知識の普及に努め、健康増進活動に参加します。
７．�公共性と経済性を考慮し、健全な病院経営に努めます。
８．�安全医療の推進に努めます。

提案箱

豊橋市民病院の理念

豊橋市民病院の基本方針


